
ガラス

ガラス
和紙

３環境

1階と２階を繋ぐスラブにガラスと和紙を用いた
空間を作る。木と木の間から注がれる木漏れ日
空間のような柔らかい光の演出。
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人＋木＝休
木（建物）の下に人が集う。
そこでいろんな動作が生まれる。

木＋土＝杜
森の中に入ったかのように、木漏れ日や季
節の変化を感じれる空間。

人＋土＝仕
建具の使い方によって様々な空間を
創りだす。

１関係性

２平面構成

建具の開閉により、風だけではなく、光・視線な
どが抜ける。障子で、間接的にも直接的にも人気
を感じさせる。

あんどん

建具

屋根架構

９和紙×土

８和紙×ガラス

５公園との関係

既存のベンチ 休の空間

乾かす布 見せる布

乾かすための布を
見える化させる。
公園の遊具の一部
として利用される。

布を見せるだけで
なく、実際にベン
チとしても利用し
てもらう。

和紙をアートとして見せる
ことで、和紙を身近に感じ
させる。また、地域の伝統
工芸品を使うことでアイデ
ンティティの強化を測る。

４張り替え

６和紙×アート
７風土

障子を張り替える行為を
暮らしの一部に組み込む
事で愛着を持たせる。ま
た、住民の意図によって
空間を広くしたりと、自
由度の高い住宅となる。

城下町であり、切り妻屋根や
瓦屋根が多く見られる。
また、１階に商店スペースで
２階に住宅用途があることか
らこの建物も用途や素材感を
合わせていく。

選定敷地

商店街通り

駅前通り

選定した敷地は、宮城県白河市にあるス
マイル広場である。
また、この敷地は、商店街通りと駅から
市役所・白石城を繋ぐ敷地となっている。

人・土・木の関係は、それぞれが独立しているようで実は身近な関係
性であると考える。それは、個と個の性質を読み解き、組み合わせる
事でさらに居心地の良い空間ができる。２つの漢字の組み合わせから
は、建築的な空間が点在する。人と木が合わさることで休の空間。人
と土で仕の空間。木と土で杜の空間。それぞれが、建築的空間をつく
り出す。そして、組み合わせた空間で住宅が構成される。つまり、組
み合わせが一つになることで、集う空間となる。そこでは様々な行為
や仕組みが生まれる。
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日本には、土入り紙があり、その
仕組みを取り入れる。
一言で「土」と言ってもすべて異
なるもので、自分が住むその土地
の色がそのまま和紙になる。
愛着がわく。
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伝統工芸品には様々なものがあり、その地域の歴史あるいは生活が大きく反映されて
おり地域の特色を表している。例えば樹木の種類が豊富な山々の下では、その樹木を
利用した物が作られた。このことから、伝統工芸品は、突如発生する物ではなく、環
境などにより徐々に形作られて行くことが分かり、その地域の特徴だと考える。
計画地域である宮城県白石市には、白石和紙といいう伝統工芸品がある。しかし、３
００軒ほどあった和紙工房も現在は、衰退しており、それに伴い商店街の賑わいも減っ
ている。本設計では、白石和紙を例に取り、伝統工芸品から地域性を読み解くと同時に、
白石和紙の魅力を改めて知ってもらうことで、その存在を後世に残すと共にまちの賑
わいを取り戻すことを目的とする。

ガラスとガラスの間に薄い和
紙を挟み込む。光は和紙によ
り淡くすかされる。建材とし
ての新たな和紙の利用方法の
可能性を広げる。

床

木が中心となり、木の下で様々な
出来事がなされる。この住宅もそ
の役割となるように構成してい
く。
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配置図兼 1階平面図 S=1/200

２階平面図 S=1/200

集う

敷地 広場

広場

工場などでは、外には見えなく閉
鎖的な環境であるが、中心に工房
があり、その周りでWSや会議な
どができる空間を作る。

中心にリビングなど家族が集まる
場所を作り周りを建具で囲む。

２階のリビングを見たパース 公園を見たパース

工房を見たパース

断面パース S=1/100


